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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜患者様連絡事項＞

· 川口　尚良様～12/1（木）10：00より主治医との面談があり、面談終了後そのまま退院　　　　　　　予定です。また、退院時処方・初外来日の日程に関しては、１１/３０　　　　　　（水）にリーダーが主治医へ確認する様お願いします。

・長谷川　陽一様～12/18（日）、御家族より外出希望があります（ランチ・買い物の為）。主治医へ報告し、許可が下りたら御家族へ電話連絡する様にしましょう。またその際に、叔父様の所へも連絡をするようにして下さい。

・菅原　典克様～12/1（木）、アルコール依存症治療プログラム（３ヶ月目）の外泊訓練を行います。また、外泊中は御家族や知人との話し合いをしてくるようと伝え、今まで飲酒していた時間を今後はどう過ごしていくのかを考えて頂く様に説明し、外泊前にレポート用紙に書いて頂く様にして下さい。

＜週間予定＞

· １１/３０（水）皮膚科…南病棟で行います。疥癬疑いの方も診察して頂いて下さい。

　　　　　　　　　　　　　駒木　洋士様・春本　司郎様・宮本　建蔵様・蛭名　豊美様・布施　邦雄様・木村　忠史様　　　　の６名が受診予定です。

・１２/１（木）コップ漂白

川口尚良様～主治医面談（10：00～）・面談後、退院予定

菅原典克様～初外泊（12/1　19：30～12/2　19：30迄）

・１２/２（金）モップ交換

歯科受診…駒木学様、成田賀枝様、木村義重様　　の３名受診予定です。

・１２/３（土）高田多紀子様～初外泊（12/3　17：00～12/4　15：00迄）

・１２/４（日）バルサン予定

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・菅井　浩子様～体調不良・心気的訴え多く自室にて臥床している事あり、「死にたい」等の心気的発言聞かれるなど症状の不安定さや異常体験に左右された言動が見られ、食事の拒否や作業・プログラムの途中退席が見られています。現在、服薬は忘れる事無く服用する事が出来ていますので、引き続き、本人へ体調を問い異常体験に左右された言動がないか様子観察し、日課への支障についても観察していきましょう。食事・日課拒否時も声掛けにて摂取・参加する事が出来ている為、声掛けしていきましょう。

・駒木　学様～現在体重６２ｋｇですが余暇時に自室にて臥床している事多く、体重の変動がありませんので、プログラム時の声掛けをして行くようにしましょう。また、土日の余暇時も１時間程度の運動を促し、行って頂く様関わっていくようにしましょう。

＜看護度評価・検討Ｂ＞

・佐々木　康子様～現在、自己服薬管理（１日分ずつ）をする事が出来ています。現在は退院についての焦りも見られ、自分の入院形態（医療保護）を気にしている発言聞かれているため、今後も自分の病気について認識して頂けるような関わりをしていきましょう。体重も４０ｋｇ台から５０ｋｇ台となり安定してきています。以前、「監視されている様な気がする」等の異常体験に左右された言動聞かれ、自室のカーテンを早いうちから閉めきってしまうなどの行動も見られています。しかし、本人より幻聴・異常体験についての訴えが無く（本人は症状についてスタッフに話すと入院期間が長くなると思われている為）、スタッフ側から調子についての問い掛けなどをし、現在、不安に思っている事等を話して頂けるような関わりを持つ必要がある事から、今後もＢ－Ⅲとしています。

・宮　陽子様～現在、日課拒否無くスムーズに行えており、夜間の睡眠も取る事が出来ています。幻聴（耳鳴り）の不調の訴え無く症状は安定しているように思えますが、青山荘への入所についての焦りや退院出来るのか等の不安見られる事ある為、本人へ焦らずゆっくりと今後の事を考えて頂く様に関わって行く必要がある事から、今後もＣ－Ⅲとしています。

＜ミニ勉強会＞

～看護・介護職の連携～

※「業務を行う上で、看護・介護スタッフ間で連携は取れていると思いますか？」

↓

・看護・介護スタッフ間での情報提供は出来ていると思います。

・入浴・売店への付き添いは、介護スタッフがよくついてくれるので患者様の状態についての情報を後に報告してくれるので、助かります。

・日常生活支援・身辺整理等、スタッフ間で協力しお互いが・情報提供・報告をしながら行う為、徹底する事が出来てきたと思います。

・「看護だから」「介護だから」という考え方が殆んど無い為、お互いの思っている事をカンファレンスや申し送りの際に報告する事で、次の業務へ繋げることが出来ていると思います。

↓

※気付いた事・疑問に思った事は、どんどんカンファレンスや申し送りの際に報告し、情報提供をする事で、スタッフ間の連携はより円滑に取れると思います。

